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この添付文書をよく読んでから使用してください。 
 
 

※※2015年３月改訂（第５版） 

※2014年２月改訂（第４版） 

 

品番 50410 

 

® 50 CHL Medium（アピ50CHL培地） 
Lactobacillus及び関連菌種 

 
■概要 
アピ 50 CHL 培地は Lactobacillus および関連菌種を同定する目的で使用します。本

培地は調製済みであり、アピ 50 CH プレートで 49 種類の炭素源に対する発酵能が

確認できます。 
 
■原理 
アピ 50 CHL 培地を用いて被検菌菌液を調製し、プレートの各チューブに分注しま

す。培養中、炭素源が発酵されることにより酸が生成されると、pH の低下に伴い

指示薬の色が変化します。得られた生化学プロファイルから、菌種同定用ソフト

ウェアを用い、菌種を同定します。 
 
■包装内容（10テスト） 
 －アピ 50 CHL培地（アンプル） ········ 10本 
 －添付文書 ···························· 1部 
 

※※■培地組成 

ア ピ  50 CHL 
培地 
10 mL 

ポリペプトン（ウシ / ブタ由来） ...... 10 g
酵母エキス ................................................ 5 g
ポリソルベート80 ................................. 1 mL
リン酸ニカリウム ..................................... 2 g
酢酸ナトリウム ......................................... 5 g
クエン酸ニアンモニウム ......................... 2 g
硫酸マグネシウム ................................ 0.20 g
硫酸マンガン........................................ 0.05 g
ブロモクレゾールパープル ................ 0.17 g
脱イオン水 ...................................... 1000 mL

pH 6.7-7.1 
表示使用量は、使用する原材料の力価に応じて調整されます。 
 

研究用試薬 
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※※■本品を使用の際に必要な試薬及び器具 
 試薬／機器： 
  －アピ 50 CH プレート（品番50307） 
  －マクファーランドスタンダード（品番70900）：濁度2 
  －デンシマット（品番99234） 
  －APIWEB® 同定用ソフトウェア（品番40011）（ビオメリュー社製） 
  －ミネラルオイル（品番70100） 
  －MRS寒天培地（品番42602） 
  －サスペンションメディウム 2mL（品番70700）及びサスペンションメディウム 

5mL（品番20150） 
  その他関連試薬及び器具： 
  －アピピペット（品番70250） 
  －アンプル立て（品番70200） 
  －アンプルプロテクター（品番70901） 
  －滅菌綿棒（品番70610） 
  －微生物試験用実験器具類 
 

 ※■取扱い注意事項 
・ 本培地は微生物制御試験用です。診断には使用しないで下さい。 
・ 微生物試験従事者が使用して下さい。 
・ 本キットには動物由来製品が含まれます。使用動物の由来や衛生状態は保証さ

れていますが、このことは感染性病原体による製品汚染が全く無いことを完全

に保証するものではありません。従ってこれらの製品は感染性を有するものと

して扱い、飲込んだり吸い込んだりしないよう、通常の安全予防策を守って取

り扱うことをお薦めします。 
・ 検査材料、細菌培養、および接種菌液はすべて感染性があるものとして、適切

に取り扱う必要があります。検査全体を通じて、細菌を扱う際には無菌操作の

実施と通常の注意を払う必要があります。  “CLSI® M29-A, Protection of 
Laboratory Workers from Occupationally Acquired Infections; Approved Guideline - 
Current revision.”を参照して下さい。取扱い注意事項の追加情報としては、

“Biosafety in Microbiological and Biomedical Laboratories - CDC/NIH - Latest 
edition ”または各国で現在使用されている規程に準拠して下さい。 

・ 使用期限切れの培地は使用しないで下さい。 
・ 使用前に、アンプルの破損を確認して下さい。 
・ 培地を室温に戻してから使用して下さい。 
・ 下記のように、注意してアンプルを開けて下さい。  
－アンプルをアンプルプロテクターに差し込んで下さい。 
－アンプルプロテクターに入ったアンプルを片手で垂直に持って下さい（白色プ

ラスチックキャップが上になるように立てます）。 
－キャップをできる限り下向に押します。 
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－キャップの溝面部分に親指を置き、前に押出してアンプル先端部を折り

ます。 
－アンプルをアンプルプロテクターから取り出し、次の使用のため近くに

置きます。 
－キャップを注意深く取り除きます。 

・ 提示された性能データは、本書に記載された操作方法を用いて得られたもので

す。方法の変更や修正は、同定結果に影響する可能性があります。 
・ 試験結果の解釈は、患者の病歴、検査材料の由来、分離菌株のコロニー形態や

鏡検像及び、もし必要となった際に実施される他の検査結果（特に薬剤感受性

パターンの結果）を考慮して行う必要があります。 
 
■貯法 
アピ 50 CHL培地は、2～8℃に保存して下さい。使用期限は、培地のパッケージ及

び外箱に記載してあります。 
 
■検体（採取及び前処理） 
臨床材料や他の検体をアピ 50 CHL培地で直接試験することはできません。試験に

供する菌株は、通常の細菌検査法に従って適切な培地で分離培養する必要がありま

す。 
 
■操作方法 
 コロニーの選択 
・ 菌株が純培養されていることを確認します。 
・ MRS寒天培地で30または37℃、24時間嫌気培養を行って下さい。培養温度は

菌株の由来によって異なることがあります。 
・ 乳酸菌であることを確認します：グラム陽性、カタラーゼ陰性、無芽胞、嫌気

性（通性嫌気性または偏性嫌気性）桿菌、MRS寒天培地で発育可能。 
・ 凍結乾燥または凍結保存菌株を試験する場合は、MRS寒天培地で2回継代培養

を行って下さい。 
 プレートの準備 
 アピ 50 CHの添付文書を参照して下さい。 
 
 菌液調製 
・ デンシマットを使用する場合 ： 
－“取扱い注意事項”項の指示に従って、アピ 50 CHL培地のアンプルを開けて

下さい。 
－コロニーを数個釣菌します。 
－アピ 50 CHL培地中で、マクファーランド濁度2になるよう菌液を調製します。

菌液は、調製後直ちに使用して下さい。 
・ デンシマットを使用しない場合 ： 
－2 mL サスペンションメディウムのアンプルを“取扱い注意事項”項の指示に

 －4－

従って開けて下さい。 
－綿棒で培地中のコロニーを全て掻き取ります。 
－アンプルに濃厚菌液(S)を調製します。 
－“取扱い注意事項”項の指示に従って、5mL用サスペンションメディウムのア

ンプルを開けて下さい。 
－濃厚菌液(S)を適当量滴下して、マクファーランド濁度2に調製します。この時

滴下数(n)を記録しておきます。 
－“取扱い注意事項”項の指示に従って、アピ 50 CHL培地の入ったアンプルを

開けて下さい。さらに上記で記録した滴下数(n)の２倍量(2n)の濃厚菌液(S)を
アピ50CHL培地に接種します。菌液は、調製後直ちに使用して下さい。 

・ 均一化します。 
 
 プレートへの菌液接種 

・ チューブ部分（カップ部分を除く）にアピ50CHL培地に調製した菌液を接種し、

全ての試験にミネラルオイルを重層して下さい。 
・ 29±2℃または36±2℃で48時間±6時間、好気条件下で培養して下さい。 

 
■判定及び解析 
 プレートの判定 
 （アピ 50 CHの添付文書を参照して下さい。） 

・ 48時間培養後に判定します。 
・ 陽性反応では、酸化により培地中のブロモクレゾールパープル指示薬が黄色に

変化します。エスクリン試験（番号25）では、紫色から黒色に変化します。 
・ 結果を成績記入用紙に記入します。 

※※解析 
 最後の判定で得られた生化学プロファイルをAPIWEB®同定ソフトウェア（データ

ベース V5.2）を用いて同定します。 
 注意： 
 生化学プロファイルは、他の結果とともに分類学的研究に使用できます。 
 
■品質管理 

本培地、プレート及び試薬は、各製造工程において体系的に品質管理が行われてい

ます。施設毎にプレートの品質管理を実施する場合は、下記の菌株を使用すること

をお薦めします。 
１．Lactobacillus plantarum  ATCC® 14917TMまたは 下記の菌株のを使用すること

をお薦めします。  
２．Lactobacillus paracasei ssp paracasei NCFB 206 or ATCC® BAA-52TM 
ATCC ：American Type Culture Collection, 10801 University Boulevard, Manassas, VA 20110-

2209, USA. 
NCFB ：National Collection for Food Bacteria (=NCDO), Institute of Food Research, Reading 

Laboratory, Earley Gate, Reading RG6 6BZ, ENGLAND 
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各国の定める規則に従って、本キット使用者の責任のもとで品質管理を実施して下

さい。 
 

■使用制限 
・ アピ 50CHL培地は、専用のデータベースに含まれている菌種の同定のみを行

います（“陽性率表”を参照して下さい）。データベースに含まれない菌種の同

定やデータベースに含まれていない菌種であることを確認する目的には使用で

きません。 
・ 単一分離菌から得られた純培養菌のみを使用して下さい。 

 
■期待値結果の範囲 
各種生化学性状反応の期待値結果の範囲については本添付文書の最後に記載されて

いる“陽性率表”を参照して下さい。 
 
■性能 
本データベースに属する保存菌株及び各種材料由来の菌株944株が検討されまし

た： 
・ 81.36%の菌株が正確に同定されました（追加試験を含む）。 
・ 6.99%の菌株は同定不能でした。 
・ 11.65％の菌株は誤同定でした。 
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操作手順 

  
  

   
 
 
 
 
 

 
 

 

  

  

  

 

  
  

 
 

   
 
 

  
   
 

 

 
 

MRS寒天培地 

菌液調製 

マクファーランド濁度 2

ミネラルオイルを重層

48:00 ± 6:00 29°C ± 2°C / 36°C ± 2°C

+  -  +  -  +  - 



判定

同定

APIWEB®を用いて行う。

サスペンション
メディウム 5mL

サスペンションメディウム 2 mL 

24:00 30°C / 37°C O2   /   CO2 

n  

2 n  

アピ50 CHL培地 

Lactobacillus

全ての被検菌を懸濁

マクファーランド濁度 2

アピ50 CHL

 －8－

※※

陽性率表（36±２℃、48±６時間培養、単位％） 
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